
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人モラロジー道徳教育財団では「心の生涯学習」を継続的に推進し、社会全体

のモラルの向上に尽力してまいりました。今年度、教育者対象の「道徳教育研究会」は６３

回を迎えます。「道徳教育の充実をめざして」を全国共通テーマに研究会を開催し、学校・

家庭・地域の連携を通して子どもたちの道徳性の育成を図ることを目指しております。岡山

会場では「道徳授業のあり方とその実践」をテーマに研究会を開催いたします。ご多用の時

とは存じますが、多数の教育関係者のご参加を心よりお待ちしております。 

                   

 

１ 日時：令和８年８月７日（金）      

13：00～16：45（受付 12：30～）      

２ 場所：岡山県生涯学習センター 大研修室 

  〒700-0016 岡山市北区伊島町 3-1-1 

３ 参加費：1,000 円（資料代・消費税を含みます） 

４ その他：・申し込みは QR コード・FAX・メール 

    いずれかでお願いします。裏面に申込み用紙があります。                  

・申し込み締め切りは 7月３１日（金）です。 

・会場に駐車場はありますが、できるだけ公共交通機関のご利用  

をお願いします。 

 

 

主催  公益財団法人モラロジー道徳教育財団 

主管  岡山県モラロジー協議会、岡山県モラロジー道徳教育研究会 

申込み・問合わせ 第６３回道徳教育研究会岡山会場運営委員会委員長 栗本 新也  

〒 710-1202  総社市山田 843－1 TEL・FAX 0866‐96‐1323、080‐1928‐4466 

 
後援  

文部科学省  岡山県教育委員会 

岡山市教育委員会  倉敷市教育委員会 

総社市教育委員会  津山市教育委員会 

高梁市教育委員会  美作市教育委員会 

井原市教育委員会 瀬戸内市教育委員会 

真庭市教育委員会  山陽新聞社 

岡山県小学校・中学校校長会 〈申請中〉 

    

 

岡山会場テーマ 

～道徳授業のあり方とその実践～ 

 



第６３回  道　徳　教　育 研 究 会 　（岡山会場）

日　時  　　　　　　令和８年８月７日（金）　１３時　～　１６時４５分 

場　所   　　　　　岡山県生涯学習センター　大研修室

〒 700-0016   岡山市北区伊島町３－１－１

　　日　　程

（２）ＴＥＬ

〒　　　　　ー 市

※　QRコードの方は入力フォームに入力後送信してください。FAXの方はこのままFAXしてください。
メールの方は（１）～（４）の内容を記入後送信してください。

（３）住　　所

（４）（ 　　）現職の方→勤務学校園　(　　　　　　　　                            )

　  （　　　）PTA・一般の方→所属　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　）に〇をして、学校園名等ご記
入ください。　   （　　　）OBの方→最終学校園　（　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　）

　　申込み用紙

（１）氏　　名

「考え、議論する道徳」の
実装に向けて

畿央大学教育学部現代教育学科
教授 島 恒生 氏

不登校・いじめを起こさない
学級集団づくり

～ピア・サポートに学ぶ～

モラロジー道徳教育財団学校教育
アドバイザー 山口 権治 氏

講義の振り返り

閉会行事 （アンケート記入）

《講義①》

FAX: ０８６６－９６－１３２３

この個人情報は、集計に必要なのでお願いします。本事業に関する利用目的の範囲内でのみ使用します。

《講義②》

次期学習指導要領は、「考え、議論する道
徳」の転換から実装へと取組を深めます。
子どもたちの力を信じ、「主体的、対話的で
深い学び」をしっかりと実現するための具体
的な道徳科の授業の進め方について、道徳
教育と道徳科の関連、ねらいの立て方、展
開、発問などを考えます。

休 憩

開会行事

受付

講義の振り返り

休 憩

メール： storiabrown8431@gmail.com

道徳教育研究会運営委員会事務局宛て

１２：３０

１３：００

１３：１０

１４：１０

１４：３５

１６：０５

１６：１５

１４：２５

１６：３０

１６：４５

子供の数は減っているにもかかわらず不登

校児童生徒数は増加しています。新生徒指

導提要でも従来の課題対応的な対処療法

から子どもの成長発達を促進させ未然防止

を目指す発達支持的生徒指導に舵を切り

ました。今、子ども同士が助け合い、支え合

うピア・サポートが注目される要因は、人は

人間関係の中で成長していくということです。

ピア・サポートで良好な人間関係を創造で

きれば不登校・いじめは減ると考えます。


